
それぞれの発達障害の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※このほか、トゥレット症候群や吃音（症）なども発達障害に含まれます。 

 ※発達障害の人には、感覚の過敏や鈍麻がみられることがあります。 

 ※ASD、ADHD、DCDには、知的障害を伴う場合があります。 

局限性学習障害（SLD） 

学習障害（LD） 

自閉スペクトラム症（ASD） 

（自閉症、広汎性発達障害、 

アスペルガー症候群が含まれる） 

注意欠陥・多動症（ADHD） 

注意欠陥・多動性障害 

発達性協調運動症（DCD） 

発達性協調運動障害 

●コミュニケーションが苦手 

●対人関係・社会性の障がい 

●パターン化した行動、興味・関心のかたより 

●不注意（集中が続かない） 

●多動性（じっとしていられない） 

●衝動性（考えるよりも先に動く） 

 「読む」、「書く」、「計算する」などの能力が、

全体的な知的発達に比べて極端に苦手。 

身体を動かすのが不器用。粗大運動（全身の

運動）・微細運動（手先の操作）が苦手。 


